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【対象と方法】2015 年 8 月に A 県内全日制男子高等学校に勤務する養護教諭 2 名を対象に、インタビューを
行い、ケーススタディを用いた質的帰納的分析を行った。主な調査内容は、①性教育に関する取り組みと実

























性交経験率は 16.2％であるのに対し、高校 3 年生で






















































































































































数は 13 年である。B 高校での勤務年数は 8 年で、























事例 年齢 教職経験 本校勤務年数 高校の概要（生徒数・職員数・その他） インタビュー時間
B 高校 30 歳代 13 年目 8 年 生徒数（841 名）・職員数（58 名） 64 分
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